「国家神道」研究の新たな「混迷」への危惧ー二本の藤田大誠氏論文を中心にー by 新田 均
平
成一
1一
十
年
十
月
に
山
口
輝
臣
編
『
戦
後
史
の
な
か
の
「
国
家
神
道」
』
（
山
川
出
版
社、
以
下
『
戦
後
史
の
な
か』）、
令
和
元
年
九
月
に
藤
田
大
誠
編
『
国
家
神
道
と
国
体
論
ー
宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
学
際
的
研
究
ー』
（
弘
文
堂、
以
下
『
学
際
的
研
究』）
と、
「
国
家
神
道」
を
表
題
に
掲
げ
た
意
欲
的
な
論
文
集
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た。
後
者
の
編
者
で
あ
る
藤
田
大
誠
氏
に
よ
れ
ば、
『
学
際
的
研
究』
は
「
国
家
神
道」
と
「
国
体
論」
を
「
意
識
的
に
接
続
し
て
新
機
軸」
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
研
究
者
た
ち
が
続
々
と
現
れ
始
め、
「
学
際
的
共
同
研
究
と
い
う
流
れ
も
形
成」
さ
れ
て
き
た
中
で
の
「
最
新
か
つ
最
良
の
成
果」
で
あ
り、
ま
さ
に
「
か
か
る
研
究
動
向
の
本
流
（
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム）
」
と
い
う
べ
き
研
究
成
果
報
告
害
の
パ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
論
文
集
と
し
て、
「
満
を
持
し
て
刊
行
す
る
に
至
っ
た」
も
の
で
あ
る
（『
学
際
的
研
究』
．
IV
ー
＞
頁）
。
他
は
じ
め
に
新
田
書
評
「
国
家
神
道」
研
究
の
新
た
な
「
混
迷」
へ
の
危
惧
ー
ニ
本
の
藤
田
大
誠
氏
論
文
を
中
心
に
1
均
方、
『
戦
後
史
の
な
か』
は、
こ
の
共
同
研
究
か
ら
「
派
生」
（『
学
際
的
研
究』
＞
頁）
し
た
も
の
で、
現
時
点
に
お
い
て、
「
国
家
神
道」
に
つ
い
て
の
「
基
礎
知
識
が
得
ら
れ
る
入
門
書
と
し
て
最
新
か
つ
最
良
の
文
献」
（『
学
際
的
研
究』
曲
頁、
註
(
7)）
で
あ
る
と
い
う。
こ
の
両
論
文
集
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も、
藤
田
氏
の
論
文
は
枢
要
な
位
個
を
占
め
て
い
る。
『
学
際
的
研
究』
の
冒
頭
に
個
か
れ
て
い
る
「
国
家
神
道
と
国
体
論
に
関
す
る
学
際
的
研
究
序
説」
（
以
下
「
研
究
序
説」）
は
同
書
の
「
総
論」
(
V
頁）
に
当
た
り、
『
戦
後
史
の
な
か』
の
冒
頭
に
懺
か
れ
て
い
る
「「
国
家
神
道」
概
念
の
近
現
代
史」
（
以
下
「
概
念
の
近
現
代
史」）
は、
同
書
「
全
体
の
尊
入」
（
韮
頁）
の
位
置
を
占
め
て
い
る。
こ
れ
ら
二
つ
の
藤
田
氏
論
文
を
一
読
し
た
私
の
感
想
を
率
直
に
述
べ
れ
ば、
「
生
煮
え
の
食
材
が、
雑
然
と
な
ら
べ
ら
れ
た
皿
を
出
さ
れ
て、
こ
こ
に
新
し
い
料
理
の
方
向
性
が
あ
る」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ、
だ
っ
た。
現
在
の
「
国
家
神
道」
研
究
は
「
混
迷
し
て
い
る」
（「
研
究
序
説」
二
頁）
と
い
う
の
が
藤
田
氏
の
基
本
認
識
で
あ
り、
そ
れ
を
「
解
き
ほ
ぐ
す
社
会
史
的
研
究」
（「
研
究
序
説」
―
二
六
頁）
を
試
み
よ
う
と
い
う
の
が
彼
の
意
図
だ
が、
彼
が
用
い
て
い
る
手
法
や
主
張
し
て
い
る
方
向
で
は、
か
え
っ
て
「
混
迷」
を
助
長
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
い
た。
そ
の
危
惧
を
大
雑
把
に
言
え
ば
以
下
の
三
点
で
あ
る。
一
、
「
学
術
評
論」
手
法
へ
の
危
惧
二、
実
証
的
研
究
方
法
に
対
す
る
誤
解
へ
の
危
惧
―
-、
明
確
化
へ
の
意
志
の
薄
弱
さ
へ
の
危
惧
以
上
の
危
惧
の
理
由
を
明
確
に
す
る
た
め
に、
前
掲
の
両
論
文
と
そ
こ
に
至
1
0
五
（
二
0
1
)
害
評
る
ま
で
の
藤
田
論
文
を
吟
味
し
て
み
た 。
本
論
文
は
そ
の
検
討
結
果
で
あ
る 。
「
学
循
評
論」
手
法
へ
の
危
惧
①
広
義
の
「
近
代
国
学」
概
念
に
つ
い
て
藤
田
氏
は 、
「
概
念
の
近
現
代
史」
（
八
ー
九
頁）
と
「
研
究
序
説」
（
五
ー
七
頁）
に
お
い
て 、
島
曲
進
氏
に
代
表
さ
れ
る
広
い
「
国
家
神
道」
概
念
を
用
い
る
論
者
を
批
判
し
て
い
る 。
そ
の
論
点
を
も
っ
と
も
詳
し
く
語
っ
て
い
る
の
が 、
平
成
二
十
六
年
に
『
国
体
文
化』
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
近
{
l}
 
代
日
本
の
国
体
論
・
「
国
家
神
道」
研
究
の
現
状
と
課
題」
で
あ
る 。
こ
こ
で
藤
田
氏
は
島
薗
氏
ら
が
用
い
る
手
法
を
「「
国
家
神
道」
評
論」
と
名
づ
け
て
そ
の
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る 。
＊
当
人
が
具
体
的
な
史
料
の
緻
密
な
検
討
に
よ
る
歴
史
研
究
を
展
開
し
た
上
で
「
国
家
神
道」
を
論
ず
る
の
で
は
な
く 、
あ
く
ま
で
も
自
身
が
予
め
設
定
し
た
枠
組
み
や
概
念 、
問
題
関
心
に
引
き
つ
け
て
先
行
す
る
学
術
研
究
の
成
果
を
整
理
し 、
そ
こ
で
い
う
「
国
家
神
道」
に
批
判
的
評
価
を
加
え
る
手
法
で
あ
る
(
-
三
頁）
。
＊
確
か
な
歴
史
的
根
拠
を
明
示
し
な
か
っ
た
り 、
或
い
は
根
拠
が
薄
弱
な
ま
ま 、
己
の
願
望
を
投
影
し
て
膨
ら
ま
せ
た
か
に
も
見
え
る
融
通
無
碍
な
外
延
の
広
い
「
国
家
神
道」
概
念
を
提
唱
し
て
い
る 。
或
い
は 、
先
行
す
る
実
証
的
歴
史
研
究
に
触
れ
て
い
る
場
合
で
も 、
そ
の
成
果
が
全
く
「
咀
噌」
で
き
て
い
な
い 、
も
し
く
は
し
よ
う
と
せ
ず
に
済
ま
せ
て
い
る
(
-
四
頁）
。
こ
の
特
徴
は 、
確
か
に
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
者
の
特
徴
だ
ろ
う
が 、
た
か
の
説
明
だ
け
で
あ
る 。
こ
れ
で
は
広
義
の
「
近
代
国
学」
の
存
在
証
明
に
は
程
遠
い 。
ま
た 、
藤
田
氏
は
「
近
代
国
学」
を
考
察
し
て
い
く
た
め
の
視
角
と
し
て 、
「
総
合
性」
「
考
証
性」
「
国
家
性」
「
実
用
性」
「
宗
教
性」
（
三
二
頁 、
四
八
O
I
四
八
四
頁）
の
五
つ
を
挙
げ
て
い
る
が 、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
が
明
確
で
な
く 、
ど
の
視
角
が
「
国
学」
を
他
の
学
問
と
区
別
す
る
本
質
的
な
も
の
な
の
か 、
ど
の
視
角
を
欠
い
た
ら
最
早
「
国
学」
と
は
言
え
な
い
の
か
と
い
っ
た
判
断
基
準
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て 、
第
一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
が 、
こ
の
五
つ
の
視
角
に
照
ら
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い 。
②
拡
張
化
さ
れ
た
「
神
道」
概
念
に
つ
い
て
藤
田
氏
は
「
概
念
の
近
現
代
史」
に
お
い
て 、
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
の
ル
ー
ツ
は 、
昭
和
期
に
お
け
る
頗
る
外
延
の
広
い
「
神
道」
概
念
の
一
般
化
過
程
に
あ
っ
た
と
の
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
（
六
頁 、
一――
I
i一
頁）
。
こ
の
仮
説
の
立
証
の
た
め
に 、
彼
は
二
つ
の
こ
と
を
試
み
て
い
る 。
―
つ
は 、
従
来
「
国
家
神
道」
研
究
史
の
出
発
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
加
藤
玄
智
の
影
響
力
が
同
時
代
の
学
者
の
間
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
立
証
で
あ
る 。
こ
こ
で
彼
が
論
及
し
て
い
る
の
は 、
梅
田
義
彦 、
溝
口
駒
造 、
山
本
信
哉 、
宮
地
直
一
の
四
人
だ
が 、
梅
田
は
加
藤
の
「
国
家
的
神
道」
概
念
に
よ
る
区
分
が
「
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た」
と
証
言
し 、
溝
口
は
加
藤
の
神
道
区
分
の
必
要
を
認
め
ず 、
山
本
は
実
質
的
に
は
加
藤
の
「
国
家
的
神
道」
の
中
身
と
共
通
し
た
考
え
で
あ
り 、
宮
地
は
加
藤
E
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彼
ら
を
批
判
し
て
い
る
藤
田
氏
自
身
も
同
様
に
「
広
い
概
念」
の
罠
に
嵌
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か 。
藤
田
氏
は 、
平
成
十
九
年
十
二
月
刊
の
『
近
代
国
学
の
研
究』
（
弘
文
堂）
に
お
い
て 、
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
「
近
代
国
学」
な
る
も
の
が
存
在
し
た
と
考
え
て 、
「
線
ま
っ
た
―
つ
の
「
近
代
国
学」
像
を
提
示」
（
五
頁）
し
よ
う
と
試
み 、
「
充
分
に
―
つ
の
固
有
な
研
究
対
象
に
成
り
得
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る」
（
六
頁）
と
し
て
い
る 。
彼
は
「
近
代
国
学」
を 、
狭
義
の
「
近
代
国
学」
（
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代）
（
二
四
頁）
と 、
広
義
の
「
近
代
国
学」
（
近
代
日
本
の
全
期
間）
（
四
八
五
頁）
に
分
け 、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
終
章
の
「
む
す
び」
で
説
明
し
て
い
る 。
そ
の
論
理
構
成
上
決
定
的
に
重
要
な
の
は 、
明
治――-
＋
年
代
以
降 、
敗
戦
ま
で
の
「
近
代
国
学」
の
存
在
証
明
で
あ
る 。
狭
義
の
「
近
代
国
学」
の
存
在
を
い
く
ら
証
明
し
た
と
こ
ろ
で 、
そ
れ
だ
け
な
ら
「
明
治
国
学」
で
あ
っ
て 、
「
近
代
国
学」
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る 。
こ
の
観
点
か
ら
本
害
を
見
て
み
る
と 、
序
章
と
終
章
を
除
く
全
八
章
の
中
で 、
明
治―――
十
年
代
以
降
を
論
じ
て
い
る
の
は 、
最
後
の
第
八
章
「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
祭
政
一
致
観
の
相
克
ー
八
神
殿
奉
斎
問
題
と
神
道
人
・
国
学
者
1」
だ
け
で
あ
る 。
こ
こ
で
藤
田
氏
が
一
括
し
て
「
神
道
人
・
国
学
者」
と
呼
ぶ
今
泉
定
助 、
加
茂
百
樹 、
西
宮
惟
助 、
佐
伯
有
義
と
い
っ
た
人
々
こ
そ 、
広
義
の
「
近
代
国
学」
の
存
在
を
立
証
す
る
人
々
と
い
う
こ
と
に
な
る 。
と
こ
ろ
が 、
本
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は 、
明
治
三
十
年
代
以
降
に
お
け
る
「
神
祇
特
別
官
荷
設
慌」
運
動
の
展
開
と 、
そ
の
過
程
で
課
題
と
な
っ
た
「
八
神
殿
奉
斎
論」
に
対
し
て
彼
ら
が
如
何
な
る
立
場
を
と
っ
の
よ
う
な
重
層
的
な
概
念
構
成
を
採
用
し
な
か
っ
た
と
説
明
し
て
い
る 。
こ
の
説
明
に
続
け
て 、
藤
田
氏
は
「
加
藤
の
「
国
家
的
神
道」
な
る
語
は 、
必
ず
し
も
当
時
の
研
究
者
た
ち
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
概
念
で
は
な
か
っ
た」
（
二
八
頁）
と
結
論
づ
け
て
い
る
の
だ
が 、
如
何
に
も
曖
昧
で
苦
し
い
論
の
運
び
で
あ
る 。
し
か
も 、
次
の
「『
神
道
大
辞
典』
の
各
種
「
神
道」
概
念」
と
い
う
節
で 、
昭
和
十
二
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
神
道
大
辞
典』
で
は 、
「
学
的
呼
称」
と
し
て
「
国
家
的
神
道」
が
立
項
さ
れ 、
「
国
家
的
神
道」
の
中
身
を
「
国
体
神
道」
と
「
神
社
神
道」
に
し
て
い
る
た
め
「
明
ら
か
に
加
藤
玄
智
説」
(-―1
0
頁）
で
あ
る
と
述
べ
て
し
ま
っ
て
い
る 。
つ
ま
り
自
ら
の
意
図
と
は
反
対
に 、
加
藤
説
の
影
響
力
の
大
き
さ
の
立
証
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る 。
藤
田
氏
が
試
み
て
い
る
も
う
―
つ
の
立
証
は 、
大
正
期
以
降
に 、
大
幅
に
拡
張
さ
れ 、
全
体
を
含
む
網
と
さ
れ
た
「
理
想」
と
し
て
の
「
神
道」
概
念
が
「
昭
和
戦
前
期
の
論
者
た
ち
に
お
い
て 、
か
な
り
広
範
に
根
付
い
て
い
た」
（
三
一
頁）
こ
と
で
あ
る 。
そ
の
た
め
に 、
田
中
義
能 、
河
野
省―
二 、
加
藤
玄
智 、
小
野
祖
教 、
岡
泰
雄 、
佐
藤一
二
郎
と
い
っ
た
人
々
の
「
神
道」
関
連
の
発
言
を
紹
介
し
（
二
八
ー
＝一
三
頁） 、
最
後
に 、
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
の
ル
ー
ツ
は 、
昭
和
期
に
お
け
る
頗
る
外
延
の
広
い
「
神
道」
概
念
の
一
般
化
過
程
に
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
(-―――
二
頁） 。
し
か
し 、
こ
れ
は
何
の
証
明
に
も
な
っ
て
い
な
い 。
「
ル
ー
ツ」
と
い
う
の
は
縦
の
系
譜
の
こ
と
で 、
あ
る
時
代
の
横
の
広
が
り
を
い
く
ら
論
っ
た
と
こ
ろ
で
「
ル
ー
ツ」
を
証
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
必
要
な
の
は 、
大
1
0
七
（
二
01―-）
1
0
六
(―1
0
害
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幅
に
拡
張
化
さ
れ
た
「
神
道」
概
念
が
「
神
道
指
令」
に
影
響
を
与
え
た
の
か
ど
う
か、
あ
る
い
は
「
神
道
指
令」
を
解
釈
し
た
戦
後
の
人
々
に
影
響
を
与
え
た
の
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る。
「
神
道
指
令」
に
関
し
て
は、
藤
田
氏
も
認
め
て
い
る
よ
う
に、
加
藤
玄
智
↓
D
.
C
・
ホ
ル
ト
ム
↓
w
.
K
・
バ
ン
ス
と
い
う
系
譜
が
存
在
す
る。
ま
た、
筆
者
（
新
田）
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
が、
戦
後、
文
部
省
に
籍
を
お
い
た
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て、
加
藤
玄
智
の
学
説
が
戦
前
の
通
説
で
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
が
広
め
ら
れ
て
い
る。
少
な
く
と
も、
こ
の
二
つ
の
議
論
を
崩
す
こ
と
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
「
仮
説」
を
提
示
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う。
横
の
広
が
り
を
い
く
ら
強
調
し
て
み
て
も、
縦
の
繋
が
り
を
立
証、
あ
る
い
は
否
定
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
藤
田
氏
は、
拡
張
化
さ
れ
た
「
神
道」
概
念
に
つ
い
て
「
細
か
な
術
語
の
速
い
は
あ
っ
て
も、
肯
定
的
・
積
極
的
概
念
と
な
っ
た
「
神
道」
な
る
語
に
籠
め
ら
れ
た
大
き
な
「
理
想」
「
希
望」
が
一
種
の
共
同
幻
想
的
基
盤
．
感
覚
と
な
っ
て
い
た
」
（＿―-
三
頁）
と
も
述
べ
て
い
る。
と
こ
ろ
で、
彼
は
『
近
代
国
学
の
研
究』
第
七
章
「
近
代
に
お
け
る
国
学
の
展
開
と
神
道
学
の
成
立
ー
国
学
の
細
分
化
過
程
と
学
問
の
再
編
成
1」
に
お
い
て、
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て、
狭
義
の
「
近
代
国
学」
の
素
地
に、
「
哲
学
系」
出
身
者
の
学
者
が
改
め
て
「
神
道」
に
「
倫
理
・
道
徳
性」
（
国
民
道
徳）、
或
は
「
宗
教
性」
（
神
道
宗
教
論）
を
付
与
す
る
と
い
う
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り、
国
学
的
な
「
総
合
性」
の
「
揺
り
戻
し」、
つ
ま
り
諸
分
野
に
お
け
る
「
神
道」
研
究
の
「
統
一
」
志
向、
さ
ら
に
は
「
神
道」
研
究
の
範
囲
も
し
く
は
ア
プ
ロ
ー
チ
法
の
「
拡
大」
が
生
ま
れ
て
き
た
と
す
る
の
究
C)
研
究
成
果
報
告
書、
平
成―
―
十
六
年―
一
月）
に
掲
載
さ
れ
た
「
「
国
家
神
道」
は
い
か
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
か
ー
島
固
進
著
『
国
家
神
道
と
日
本
人』
を
読
む
ー」
で
あ
る。
こ
の
論
文
を
分
析
し
て
み
る
と、
明
確
な
根
拠
を
も
っ
た
批
判
は
ほ
と
ん
ど
他
の
研
究
者
の
業
績
に
依
拠
し
た
も
の
で、
藤
田
氏
自
身
に
よ
る
批
判
は
一
般
的
だ
っ
た
り、
彼
自
身
の
考
え
な
の
か
他
者
の
考
え
な
の
か
の
区
別
が
し
に
く
い
書
き
方
に
な
っ
て
い
る。
本
論
文
は
全
部
で
十
節
か
ら
な
っ
て
い
る
が、
「
4
本
書
の
「
国
家
神
道」
概
念
に
つ
い
て」
で
は、
林
淳
氏
に
よ
る
批
判
の
紹
介
（
九
八
頁）、
阪
本
是
丸
氏
に
よ
る
批
判
の
紹
介
(
1
0
0
頁）、
磯
前
順
氏
一
に
よ
る
批
判
の
紹
介
(
-
0
0
ー
一
〇
一
頁）
、
昆
野
伸
幸
氏
に
よ
る
批
判
の
紹
介
(
1
0
一
頁）
が
節
の
殆
ど
を
占
め
て
い
る。
「
5
皇
室
祭
祀
と
神
社
祭
祀
と
の
関
係
に
つ
い
て」
は、
大
半
が
阪
本
是
丸
氏
の
業
絞
と
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
島
薗
批
判
の
解
説
で
あ
る。
「
6
国
家
神
道
の
「
教
え」
に
つ
い
て
」
は、
山
口
輝
臣
氏
に
よ
る
批
判
の
紹
介
(
1
0
七
頁）、
阪
本
是
丸
氏
に
よ
る
批
判
の
紹
介
(
1
0
七
l
-
0
八
頁）、
谷
川
穣
氏
に
よ
る
批
判
の
紹
介
(
1
0
九
頁）、
齋
藤
智
朗
氏
へ
の
言
及
(
1
0
九
頁‘
―
二
三
頁）
が
殆
ど。
「
7
「
天
皇
制
の
マ
ツ
リ」
を
め
ぐ
っ
て」
も、
佐
藤
秀
夫
氏
に
依
拠
し
た
批
判
(
-
―
一
ー
一
―
-
＿
頁）、
小
股
憲
明
氏
に
依
拠
し
た
批
判
(
-
―
―
―
頁）、
筆
者
（
新
田）
に
よ
る
批
判
の
紹
介
（
―
-
四
頁）
が
大
半
で
あ
る。
も
ち
ろ
ん、
何
か
ら
何
ま
で
自
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
論
理
と
史
料
解
釈
と
新
史
料
で
埋
め
尽
く
せ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し、
出
来
る
限
り
自
ら
の
問
題
意
識
と
史
料
解
釈
と
新
史
料
で
勝
負
し
よ
う
と
努
め
て
来
た
者
か
ら
す
る
と、
こ
の
他
者
依
存
度
に
は
違
和
感
を
持
つ
。
そ
の
よ
う
な
評
1
0
八
（
二
0
四）
が
「
妥
当
な
解
釈
で
は
な
い
だ
ろ
う
か」
（
三
九
九
頁）
と
述
べ
て
い
た。
し
か
し、
拡
張
化
さ
れ
た
「
神
道」
概
念
の
基
盤
が
「
共
同
幻
想
的」
だ
っ
た
と
な
る
と、
「
神
道
学」
も、
「
神
道
学」
を
楷
成
要
素
と
す
る
「
近
代
国
学」
も、
実
体
の
な
い
「
幻
想」
だ
っ
た、
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か。
ち
な
み
に、
藤
田
氏
の
い
う
拡
張
化
さ
れ
た
「
神
道」
概
念
は、
平
成
六
年
十
二
月
刊
の
『
明
治
維
新
と
宗
教』
「
第
十
一
章
宗
教・
歴
史
·
「
神
道」
」
の
「
む
す
び
—
「
神
道」
と
は
何
か」
に
お
い
て
羽
賀
祥
二
氏
が
提
起
し
た
頗
る
外
延
の
広
い
「
神
道」
の
捉
え
方
と、
無
関
係
に
構
想
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か。
い
ず
れ
に
し
て
も、
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
に
対
し
て
藤
田
氏
が
発
し
て
い
る
批
判
は、
彼
自
身
が
提
起
し
た
広
義
の
「
近
代
固
学」
に
も、
拡
張
化
さ
れ
た
「
神
道」
概
念
に
も
当
て
嵌
ま
っ
て
し
ま
う。
③
「
総
説」
的
手
法
に
つ
い
て
藤
田
氏
は
『
学
際
的
研
究』
の
「
は
し
が
き」
で、
「
近
年
は、
殆
ど
先
行
研
究
が
見
出
し
た
「
史
実」
や
学
説
を
自
ら
の
問
題
関
心
の
も
と
に
取
捨
選
択
し
て
レ
ビ
ュ
ー
す
る
に
留
ま
る
「
総
説」
的
手
法
が
多
く
み
ら
れ
る」
("
ll
頁）
と
批
判
し
て
い
る。
気
に
な
る
の
は、
彼
が
他
者
を
批
判
す
る
際
に
は、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
彼
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
総
説」
的
方
法
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。
典
型
的
な
例
が
島
薗
進
氏
に
対
す
る
批
判
だ。
島
薗
氏
に
対
す
る
最
も
詳
し
い
批
判
は、
小
島
伸
之
編
『
近
現
代
日
本
の
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ー
国
家
神
道
論
を
軸
に
し
た
学
際
的
総
合
検
討
の
試
み
ー』
（
平
成
23
年
度
i
平
成
25
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
（
基
盤
研
目
で、
藤
田
氏
の
諸
論
文
を
読
み
直
す
と、
主
要
な
論
点
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
や、
論
理
構
築
に
と
っ
て
決
定
的
な
場
面
に
お
け
る
新
史
料
の
提
示
や
新
解
釈
の
提
起
が
意
外
に
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く。
ち
な
み
に、
「
概
念
の
近
現
代
史」
の
中
で、
広
狭―
一
義
に
よ
る
「
国
家
神
道」
概
念
の
区
分
を
軸
に
「
国
家
神
道」
研
究
史
を
整
理
し
て
き
た
筆
者
（
新
田）
の
業
績
に
対
し
て、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る。
明
快
で
あ
る
が
故
に、
と
も
す
れ
ば
他
者
の
議
論
を
「
広
義」
か
「
狭
義」
の
ど
ち
ら
か
に
強
引
に
押
し
込
め
て
レ
ッ
テ
ル
貼
り
し
か
ね
な
い
と
い
う
恐
れ
も
あ
る
が、
少
な
く
と
も
複
雑
な
議
論
を
含
む
「
国
家
神
道」
研
究
に
馴
染
み
の
無
い
「
非
専
門
家」
に
対
す
る
「
掴
み」
と
し
て
は
有
効
だ
ろ
う
（
七
頁）。
と
こ
ろ
が、
こ
の
よ
う
に
判
断
で
き
る
根
拠
は
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
少
な
く
と
も
三
回、
「
国
家
神
道」
論
の
整
理
を
公
表
し
(
3)
 
て
き
た
が、
そ
こ
で
取
り
上
げ
た
研
究
者
本
人
か
ら
「
他
者
の
議
論
を
「
広
義」
か
「
狭
義」
の
ど
ち
ら
か
に
強
引
に
押
し
込
め
て
レ
ッ
テ
ル
貼
り
し
か
ね
な
い
」
と
い
う
批
判
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。
そ
う
い
う
訳
で、
藤
田
氏
に
は
根
拠
を
示
し
て
い
た
だ
き
い
と
思
う。
ま
た、
筆
者
の
「
国
家
神
道」
研
究
史
の
整
理
に
つ
い
て
は、
阪
本
是
丸
氏
が―
I
O
I
0
年
の
『
日
本
思
想
史
学』
（
第
四
二
号）
に
掲
載
し
た
「
「
国
家
神
道」
研
究
の
四
0
年」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。
国
家
神
道
論
の
一
っ
ひ
と
つ
を、
そ
れ
も
固
家
神
道
の
思
想
史
的
側
面
に
限
定
し
て
紹
介
し、
か
つ
批
判
的
建
設
的
に
論
じ
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
な
作
業
で
あ
る。
し
か
し
な
が
ら、
本
稿
で
も
た
び
た
び
取
り
1
0
九
（
二
0
五）
書
評
上
げ
て
い
る
新
田
均
は
そ
う
し
た
地
道
な
作
業
を
こ
っ
こ
っ
と
遂
行
し
て
き
た 。
前
記
し
た
「「
国
家
神
道」
の
系
譜
（
上）
（
下）
」
は
そ
の
代
表
で
あ
り 、
ま
た
「「
国
家
神
道」
研
究
の
整
理」
（『
神
道
史
研
究』
五一――
ー
一
‘
―
1
0
0
五
年）
や
「
島
面
進
「
国
家
神
道」
論
の
吟
味
(
-
）
（
二）
」
（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要』
復
刊
三
六
号 。
一
二
七
号 、
二
0
0
ニ
・
ニ
0
011―
年）
な
ど
も
近
年
の
国
家
神
道
研
究
の
動
向
を
知
る
上
で
非
常
に
有
用
で
あ
る
（
五
四
I
五
五
頁） 。
緻
密
な
実
証
的
歴
史
研
究
を
禎
み
重
ね
て
き
た
こ
と
を
藤
田
氏
も
認
め
て
い
る
「
専
門
家」
の
阪
本
氏
が
「
批
判
的
建
設
的
に
論
じ
る」
と
い
う
「
か
な
り
の
困
難
な
作
業」
「
地
道
な
作
業」
を
「
こ
っ
こ
っ
と
遂
行
し
て
き
た」 、
「
近
年
の
国
家
神
道
研
究
の
動
向
を
知
る
上
で
非
常
に
有
用」
と
評
し
て
い
る
筆
者
の
業
紹
が 、
藤
田
氏
に
は
「
複
雑
な
議
論
を
含
む
「
国
家
神
道」
研
究
に
馴
染
み
の
無
い
「
非
専
門
家」
に
対
す
る
「
撥
み」
と
し
て
は
有
効
だ
ろ
う」
程
度
に
し
か
見
え
な
い
理
由
は
何
な
の
か 。
阪
本
氏
の
評
価
か
ら
八
年
の
間
に 、
ど
ん
な
研
究
史
上
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か 。
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い 。
ち
な
み
に 、
「
概
念
の
近
現
代
史」
の
七
頁
か
ら
八
頁
に
か
け
て
の
「
国
家
神
道」
研
究
史
に
つ
い
て
の
記
述
で 、
藤
田
氏
は
基
本
的
に
筆
者
が
示
し
た
系
譜
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る 。
二
、
実
証
的
研
究
方
法
に
対
す
る
誤
解
へ
の
危
惧
①
研
究
史
整
理
に
対
す
る
誤
解
に
つ
い
て
藤
田
氏
は
「
研
究
史
の
整
理」
の
意
味
を
誤
解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か 。
し 、
納
得
で
き
れ
ば
そ
れ
で
い
い
し 、
納
得
で
き
な
け
れ
ば 、
史
料
の
新
解
釈
や
新
史
料
の
調
査
を
試
み 、
そ
の
結
果 、
旧
説
が
確
認
で
き
れ
ば
そ
れ
に
従
い 、
新
解
釈
や
新
史
料
に
よ
っ
て
修
正
の
必
要
が
生
じ
れ
ば
修
正
の
提
案
を
行
い 、
場
合
に
よ
っ
て
は
全
面
的
な
訂
正
案
を
提
示
す
る 。
こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
の
整
理 、
史
料
の
読
解
と
調
査 、
そ
の
後
の
思
索
は 、
精
緻
で
客
観
的
で
実
証
的
な
歴
史
研
究
に
お
い
て
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る 。
ど
ん
な
史
料
を
確
認
す
れ
ば
い
い
の
か 、
新
た
に
ど
ん
な
史
料
を
探
す
の
か 、
ど
こ
を
重
視
し
て
読
む
か 、
そ
れ
は
先
行
研
究
が
重
視
し
て
い
る
論
点
や
思
考
の
流
れ
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
判
断
で
き
な
い 。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
研
究
し
て
み
れ
ば
直
ぐ
に
分
か
る
こ
と
だ
が 、
先
行
研
究
の
流
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
相
当
に
難
し
い 。
時
間
と
労
力
だ
け
の
問
題
で
は
な
い 。
ど
の
よ
う
な
論
点
で 、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
理
解
す
る
の
か
に
つ
い
て 、
批
判
的
で 、
客
観
的
で 、
し
か
も
直
観
に
基
づ
い
た
創
造
的
な
工
夫
が
必
要
と
な
る
か
ら
だ 。
こ
の
よ
う
な
研
究
史
の
整
理
が
出
来
て
初
め
て
適
切
な
要
点
を
踏
ま
え
た
史
料
の
調
査
な
り 、
読
解
が
可
能
と
な
る 。そ
う
や
っ
て
み
る
と 、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
学
説
ど
こ
ろ
か 、
些
細
な
新
し
い
論
点
や
視
点
を
提
出
す
る
こ
と
で
さ
え
ど
ん
な
に
困
難
か
が
理
解
で
き 、
そ
れ
を
放
み
上
げ
て
来
て
く
れ
た
先
輩
研
究
者
に
対
す
る
畏
敬
の
念
が
生
ま
れ 、
そ
の
業
績
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
よ
う
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
に
な
る 。
つ
ま
り 、
史
料
や
文
献
へ
の
配
慮
と
同
程
度 、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に 、
先
行
研
究
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
論
点
や
視
点
は 、
し
つ
か
り
と
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ 。
書
F
-
i
n
 
②
先
行
研
究
の
成
果
の
軽
視
に
つ
い
て
お
そ
ら
く
「
研
究
史
整
理」
に
対
す
る
誤
解
か
ら
発
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
が 、
藤
田
氏
の
論
文
を
読
ん
で
い
る
と 、
史
料
や
文
献
へ
の
註
は
過
剰
な
ほ
ど
な
の
に 、
特
定
の
視
点
や
説
を
提
出
し
た
先
行
研
究
者
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る 。
他
の
研
究
者
の
業
績
へ
の
言
及
に
つ
い
て
は
何
と
な
く
そ
う
感
じ
る
程
度
の
こ
と
し
か
言
え
な
い
が 、
筆
者
自
身
の
研
究
に
つ
い
て
は
確
信
を
持
っ
て
言
え
る
こ
と
な
の
で 、
「
軽
視」
の
実
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う 。
藤
田
氏
は 、
「
神
道
指
令」
に
対
す
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
•
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
見
解
に
つ
い
て
「
研
究
序
説」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 。
G
H
Q
/
S
C
A
P
の
民
間
箭
報
教
育
局
(
C
I
E)
宗
教
課
に
勤
務
は
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
•
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
後
年 、
「
神
道
指
令」
の
欠
陥
と
し
て
厳
格
な
「
政
教
分
離」
や
「
国
家
神
道」
な
る
語
の
使
用
法
の
混
乱
を
指
摘
し
た
上
で 、
さ
ら
に
こ
の
指
令
が
禁
止
の
対
象
と
し
た
も
の
は 、
「
神
道」 、
「
神
社
神
道」 、
「
国
家
神
道」
（
国
家
的
神
道） 、
「
国
体
神
道」 、
「
教
派
神
道」
と
い
う
形
態
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
独
立
し
た
現
象
で
あ
る
と
と
も
に 、
昭
和
零
年
代
後
半
以
降 、
十
年
代
前
半
に
お
い
て
軍
国
主
義・
超
国
家
主
義
的
な
「
過
激
論
者」
た
ち
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ 、
警
察
権
力
に
よ
っ
て
日
本
国
民
に
強
制
さ
れ
た
「
Ko
kut
ai
Cult」
（
当
初
は
「
State
C
ult」
と
表
現 、
国
体
の
カ
ル
ト 、
国
体
礼
賛
主
義 、
国
体
狂
信
主
義）
と
捉
え 、
こ
れ
に
対
し
て
「
国
家
神
道」
と
い
う
語
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
四
頁 、
傍
線
引
用
者）
。
平
成
十
八
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
阪
本
是
丸
編
『
国
家
神
道
再
考
［
祭
政
一
致
国
家
の
形
成
と
展
開
［』
（
弘
文
堂）
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
家
神
道
体
制
成
立
以
降
の
祭
政
一
致
論
［
神
祇
特
別
官
術
設
置
運
動
を
め
ぐ
っ
て
［」
を
読
ん
で 、
そ
う
感
じ
た 。
こ
の
論
文
の
冒
頭
で 、
彼
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る 。
近
年
の
国
家
神
道
研
究
は 、
「
国
家
神
道」
と
い
う
言
葉
の
広
義
・
狭
義
の
概
念
規
定
の
設
定
や 、
そ
の
言
葉
を
巡
る
「
言
説」
を
検
討
す
る
「
研
究
史
整
理」 、
も
し
く
は
「
理
論
的
研
究」
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
観
が
あ
る
（＿
1
-
五
宜
頁） 。
こ
う
述
べ
た
後
で 、
彼
は
島
菌
氏
と
筆
者
（
新
田）
と
を
そ
の
代
表
に
挙
げ 、
こ
れ
と
対
樅
す
る
形
で
「
客
餞
的
実
証
的
な
立
場」
と
し
て
阪
本
是
丸
氏
の
研
究
を
紹
介
し
て
い
る 。
ど
う
や
ら 、
彼
に
と
っ
て
「
研
究
史
整
理」
は 、
彼
が
好
む
緻
密
で
客
観
的
で
実
証
的
な
歴
史
研
究
と
は
異
な
る
「
言
説」
研
究
の
側
に
属
す
る
も
の
ら
し
い 。
し
か
し 、
こ
れ
は
誤
解
だ
ろ
う 。
当
た
り
前
の
話
だ
が 、
ど
ん
な
研
究
者
も 、
自
ら
が
立
ち
会
っ
て
い
な
い
過
去
の
出
来
事
を
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば 、
史
料
と
論
理
に
頼
る
し
か
な
い 。
そ
れ
は
地
下
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て 、
も
は
や
す
べ
て
を
掘
り
返
し
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
代
都
市
の
構
造
を
知
ろ
う
と
す
る
作
業
に
似
て
い
る 。
こ
れ
ま
で
発
掘
で
き
確
認
で
き
た
部
分
か
ら 、
残
り
の
部
分
の
要
所
を
想
像
し
て
発
掘
し 、
ま
た
推
理
し
て
発
掘
す
る 。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
繰
り
返
し
て 、
次
第
に
実
像
に
近
づ
い
て
い
く 。
先
行
研
究
の
確
認
と
史
料
の
探
究
も
似
た
よ
う
な
関
係
だ
ろ
う 。
ま
ず
は
先
行
研
究
の
成
果
を
正
確
に
理
解
し
て 、
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
史
料
を
確
認
（
二
0
七）
―
1
0
 (
―
1
0
六）
書
評
こ
の
部
分
に
彼
は
次
の
よ
う
な
註
を
付
け
て
い
る 。
w
.
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
「
占
領
と
神
道」
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
一
九
四
五
年
以
降
の
神
道
1
ク
レ
ア
モ
ン
ト
国
際
神
道
学
術
会
議
の
記
録
ー』
（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所 、
昭
和
四
十
年） 、
同
「
連
合
国
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」
（『
国
際
宗
教
ニ
ュ
ー
ズ
』
第
五 、
六
号 、
昭
和
四
十
七
年） 、
前
掲
同
『
天
皇
と
神
道』
一1
-
1
―
頁
を
参
照 。
(]
二
八
頁）
こ
れ
を
読
ん
だ
読
者
は 、
彼
が
揚
げ
て
い
る
文
献
を
読
め
ば 、
誰
で
も
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
真
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
こ
と
だ
ろ
う 。
と
こ
ろ
が 、
そ
う
で
は
な
い
。
「
占
領
と
神
道」
は 、
昭
和
四
十
年
九
月
に
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ク
レ
ア
モ
ン
ト
市
の
プ
レ
イ
ズ
デ
ル
研
究
所
が
主
催
し
た
国
際
神
道
学
会
議
「
一
九
四
五
年
以
降
の
神
道」
で
の
発
表
論
文
を
和
訳
し
た
も
の
だ
が 、
そ
の
訳
で
は
「
State
C
ult」
が
「
国
家
儀
礼」
（
三
五
頁）
と
訳
さ
れ 、
「
神
道
指
令
以
来
国
家
神
道
は
右
記
の
如
き
儀
礼
は
神
社
神
道
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て 、
神
社
神
道
と
同
一
視
さ
れ
て
き
た
が
こ
れ
が
誤
り
で
あ
る」
と
の
意
味
が
取
り
に
く
い
訳
文
も
あ
る
た
め
に 、
長
ら
く
「
ウ
ッ
ダ
ー
ド
は
国
家
神
道
と
神
社
神
道
を
同
一
視
し
た
国
家
神
道
に
関
(
4
)
 
す
る
[
神
道]
指
令
の
定
義
が
間
違
つ
て
い
た
と
言
つ
て
い
る」
と
理
解
さ
れ
て
来
た 。
事
情
は
「
連
合
国
の
占
領
と
日
本
の
宗
教」
を
読
ん
で
も
同
じ
で 、
「
い
わ
ゆ
る
国
家
神
道
（
国
体
礼
賛
主
義）
」
（
一
八
頁）
と
の
「
国
家
神
道」
と
「
国
体
礼
賛
主
義」
を
同
一
視
し
た
言
葉
が
載
っ
て
い
る 。
『
天
皇
と
神
道』
（
三
i
―
―
頁）
で
は
「
国
家
神
道」
と
「
国
体
の
カ
ル
ト」
と
は
分
け
て
定
義
さ
れ
て
は
い
る
が
（
八
頁） 、
「
神
道
の
神
話
と
思
想
の
諸
は
な
い」
と 、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
が
主
張
し
て
い
る
と
は
読
み
取
れ
な
い
の
で
あ
る 。
筆
者
は
「
実
証
主
義
の
精
神
は
細
部
に
宿
る」
と
考
え
て
い
る 。
些
細
な
疑
関
か
ら
出
発
し
て 、
必
要
史
料
を
集
め 、
読
み
込
み 、
場
合
に
よ
っ
て
は
翻
刻
し 、
考
え
抜
い
て
歴
史
解
釈
の
要
諦
に
辿
り
着
く 。
こ
の
ウ
ッ
ダ
ー
ド
説
と
の
格
闘
を
―
つ
の
契
機
と
し
て 、
筆
者
は
広
義
·
狭
義
と
い
う
基
準
を
(
5
)
 
用
い
た
「
国
家
神
道」
研
究
史
の
整
理
と
い
う
方
法
を
考
え
つ
い
た 。
緻
密
な
実
証
研
究
の
大
切
さ
を
強
調
し 、
時
に
過
剰
と
も
思
え
る
多
量
の
註
を
付
け
た
が
る
藤
田
氏
が 、
こ
の
研
究
成
果
へ
の
言
及
を
省
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
不
思
議
で
あ
る 。
過
剰
さ
は
時
に 、
何
か
を
隠
し
た
い 、
気
づ
か
れ
ま
い
と
の
心
理
の
裏
返
し
で
あ
っ
た
り
す
る 。
こ
の
ウ
ッ
ダ
ー
ド
に
つ
い
て
の
藤
田
氏
の
記
述
方
法
に
対
す
る
疑
問
か
ら 、
藤
田
氏
の
論
文
を
読
み
返
し
て
み
た
と
こ
ろ 、
三
つ
の
点
が
気
に
な
っ
た 。
―
つ
は 、
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
を
演
繹
的
方
法
に
基
づ
く
も
の 、
「
狭
義
の
国
家
神
道」
論
を
帰
納
的
方
法
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
論
じ
方
で
あ
る 。
藤
田
氏
は 、
前
掲
の
「「
国
家
神
道」
は
い
か
に
論
じ
ら
れ
る
ぺ
き
か
ー
島
薗
進
著
『
国
家
神
道
と
日
本
人』
を
読
む
ー」
（
平
成
二
十
六
年
三
月）
の
中
で 、
島
菌
氏
の
「
国
家
神
道」
論
を
「
徹
頭
徹
尾
「
演
繹
的」
な
文
体」
（
九
四
頁）
だ
と
批
判
し
た
頃
か
ら 、
こ
の
論
法
を
使
用
し
は
じ
め 、
「
概
念
の
近
現
代
史」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 。
最
近
の
研
究
動
向
と
し
て
は 、
一
方
で
は
神
社 、
皇
室
祭
祀 、
戦
歿
者
慰
霊 、
教
育
勅
語 、
学
校
儀
礼 、
国
体
論
な
ど 、
文
脈
の
異
な
る
諸
要
素
を
内
包
と
し
て
予
め
含
み 、
全
体
性
を
重
視
し
て
外
延
の
広
い
「
国
評
―
―
二
（
二
0
八）
要
素
を
ふ
く
み 、
神
道
の
施
設
と
行
事
を
利
用
し
た
が 、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
体
の
カ
ル
ト
も
神
道
の
一
種
で
あ
っ
た
の
だ
と
は
い
え
な
い
」
（
九
頁）
と
書
か
れ
て
い
て 、
「
国
体
の
カ
ル
ト」
と
「
神
道」
と
を
区
別
す
べ
き
だ
と
の
主
張
は
読
み
取
れ
る
が 、
「
国
体
の
カ
ル
ト」
と
「
国
家
神
道」
と
の
区
別
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
と
は
読
め
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
（
新
田）
は 、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
真
意
を
確
か
め
る
た
め
に 、
ク
レ
ア
モ
ン
ト
会
議
の
英
文
記
録
を
入
手
し
て
検
討
し
た 。
そ
の
結
果 、
ウ
ッ
ダ
ー
ド
が
強
調
し
て
い
た
の
は
「
国
家
神
道」
と
「
神
社
神
道」
と
の
区
別
で
は
な
く 、
「
国
家
神
道」
と
「
国
体
の
カ
ル
ト」
と
の
区
別
だ
っ
た
と
い
う
結
論
に
い
た
っ
た 。
そ
し
て 、
そ
の
こ
と
を
よ
り
鮮
明
に
表
現
す
る
た
め
に
「
State
C
ult」
を
独
自
に
「
国
体
狂
信
主
義」
と
訳
し
直
し
た 。
こ
の
成
果
は 、
以
下
の
四
つ
の
論
考
と
し
て
公
表
し
て
い
る 。
平
成
二
年
十
二
月
「
国
家
神
道
と
神
道
指
令」
『
日
本
「
神
社」
総
撹』
新
人
物
往
来
社 。
平
成
六
年
一
月
「
W
.
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
「
国
家
神
道」
批
判
の
解
釈
に
つ
い
て」
『
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
報』
第
四
六
号 。
平
成
六
年
八
月
「
W
.
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
「
占
領
と
神
社
神
道」
の
原
文
と
翻
訳」
『
皇
學
館
論
叢』
第
二
七
巻
第
四
号 。
平
成
七
年
七
月
「
w
.
P
・
ウ
ッ
ダ
ー
ド
の
「
国
体
狂
信
主
義」
論」
『
谷
省
吾
先
生
退
職
記
念
神
道
学
論
文
集』
国
書
刊
行
会 。
要
す
る
に 、
右
の
筆
者
の
業
績
を
抜
き
に
し
て 、
藤
田
氏
が
揚
げ
て
い
る
史
料
だ
け
か
ら 、
「
神
道
指
令」
が
禁
止
し
た
も
の
は
「
国
体
狂
信
主
義」
で
あ
っ
て 、
「
こ
れ
に
対
し
て
「
国
家
神
道」
と
い
う
語
を
用
い
る
べ
き
で
家
神
道」
概
念
を
構
成
し 、
現
在
の
視
点
か
ら
評
価
を
行
う
こ
と
に
重
点
を
置
く
演
繹
的
方
法
が
あ
り 、
他
ガ 、
現
在
的
評
価
以
前
の
「
史
実」
探
究
に
軸
を
据
え
る
歴
史
的
研
究
で
は 、
国
家
と
神
社
と
の
結
合
状
態
を
必
要
条
件
と
し
た
上
で
諸
要
素
の
関
係
か
ら
全
体
像
を
捉
え
よ
う
と
す
る
帰
納
的
方
法
が
多
く 、
両
方
法
の
乖
離
は
甚
だ
し
い
（
五
頁 、
傍
線
引
用
者）
。
『
学
際
的
研
究』
で
も
「
は
し
が
き」
(
i
頁
と"
11
頁）
と
「
研
究
序
説」
（
三
頁 、
四
頁）
で
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る 。
さ
て 、
こ
の
特
徴
づ
け
を
彼
は
ど
こ
か
ら
思
い
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か 。
筆
者
は
平
成
十
年
二
月
の
「
近
代
政
教
関
係
研
究
に
つ
い
て
の
一
試
論
ー
「
国
家
神
道」
論
を
超
え
て
1」
に
お
い
て 、
丘
ば
4
[
重
良]
氏
の
議
論
は
演
繹
的
方
法
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る 。
こ
れ
に
対
し
て 、
村
上
氏
の
議
論
を
批
判
す
る
研
究
者
た
ち
の
多
く
は 、
帰
納
的
方
法
に
依
拠
し
て
い
る」
（
二
頁 、
傍
線
引
用
者）
と
論
じ
て
以
来 、
こ
の
特
徴
づ
け
を
用
い
て
い
る 。
さ
ら
に 、
島
薗
進
氏
の
「
国
家
神
道」
論
を
批
判
し
た
「
島
繭
進
「
国
家
神
道」
論
の
吟
味
(
-
)
」
（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要』
復
刊
第一―＿
六
号 、
乎
成
十
四
年
十
二
月）
で
は 、
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論」
を
「
上
か
ら
の
演
繹」
と
し
て
批
判
し
た
竹
山
道
雄
氏
の
議
論
に
依
拠
し 、
「
国
家
神
道」
論
を
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
の
一
変
種」
と
す
る
立
場
か
ら 、
竹
山
氏
の
議
論
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る 。
さ
ら
に 、
平
成
十
五
年
二
月
刊
の
『「
現
人
神」
「
国
家
神
道」
と
い
う
幻
想』
第
六
章
「
蜃
気
楼
が
消
え
た
後
に
は
？」
第
一
節
「
再
び
「
魔
術」
に
欺
か
れ
な
い
た
め
に
1
「
演
繹」
の
誘
惑
に
打
ち
勝
と
う」
で 、
再
び
竹
山
氏
の
議
論
に
触
れ
て
い
る 。
藤
田
氏
は 、
こ
の
筆
者
の
議
論
―
一
三
(―
1
0
九）
,,i 
害
に
一
切
触
れ
て
い
な
い 。
し
か
し 、
島
薗
氏
の
「
国
家
神
道」
論
を
「
徹
頭
徹
尾
「
演
繹
的」
な
文
体」
と
す
る
藤
田
氏
の
批
判
は 、
筆
者
の
議
論
と
は
無
関
係
に
考
え
出
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か 。
狭
義
・
広
義
と
帰
納
・
演
繹
を
関
連
さ
せ
る
彼
の
発
想
は 、
筆
者
の
議
論
と
は
何
も
関
迎
は
な
い
の
だ
ろ
う
か 。
ま
た 、
藤
田
氏
は
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
を
批
判
し
た
後
で 、
〈
実
体〉
に
拘
っ
た
概
念
構
築
の
必
要
性
を
述
べ 、
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
「
当
事
者
た
ち
の
自
身
の
念
頭
に
あ
っ
た
物
語
の
な
か
に
探
っ
て
み
よ
う
と
考
え
る」
坂
本
多
加
雄
氏
の
歴
史
認
識
論
に 、
唐
突
に
言
及
し
て
い
る 。
し
か
し 、
〈
実
体〉
に
拘
っ
た
概
念
構
築
の
必
要
性
が
な
ぜ
坂
本
氏
の
議
論
に
繋
が
る
の
か
は
説
明
し
て
い
な
い 。
実
は 、
こ
れ
も
筆
者
が
提
案
し
た
こ
と
で 、
前
記
の
「
再
び
「
廣
術」
に
欺
か
れ
な
い
た
め
に
ー
「
演
繹」
の
誘
惑
に
打
ち
勝
と
う」
に
続
く 、
「
明
治
維
新
は
「
一
揆」
だ
っ
た
1.」
と
い
う
節
で 、
演
繹
の
罠
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
全
体
像
を
描
く
方
法
と
し
て
坂
本
多
加
雄
氏
の
議
論
の
有
用
性
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る 。
坂
本
は 、
歴
史
は
「
私
た
ち
の
社
会
や
国
家
に
つ
い
て
の
物
語
的
な
問
題
解
決
や
課
題
達
成
の
願
望
を
引
き
う
け 、
そ
れ
を
―
つ
の
『
筋』
の
な
か
に
表
現
す
る
物
語
と
な
っ
て
示
さ
れ
る」
（『
近
代
国
家
の
建
設』
中
央
公
論
社 、
平
成
十一
年
一
月 、
九
頁）
と
い
う
歴
史
哲
学
を
前
提
と
し
て 、
「
歴
史
家
自
身
が
願
望
す
る
特
定
の
問
題
解
決
や
課
題
達
成
の
願
望
に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る」
（
同
頁）
従
来
の
主
観
的
な
歴
史
記
述
（
た
と
え
ば 、
唯
物
史
観
な
ど）
を
排
し
て 、
「
あ
る
特
定
の
物
語
を
絶
対
化
し
て 、
そ
れ
を
も
と
に 、
特
定
の
未
来
像
に
拘
関
す
る
基
礎
的
考
察」
で
あ
る 。
こ
の
論
文
の
冒
頭
で 、
藤
田
氏
は 、
平
成
十
五
年
刊
の
『「
現
人
神」
「
国
家
神
道」
と
い
う
幻
想』
（
六
五
ー
六
八
頁）
以
来 、
消
原
の
『
国
体
論
史』
に
度
々
言
及
し
て
き
た
筆
者
を 、
清
原
に
関
心
を
い
だ
（
近
年
の
研
究
者
の
ト
ッ
プ
に
お
い
て
紹
介
し
て
い
る 。
そ
れ
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
だ
が 、
彼
が
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
八
日
の
日
本
思
想
史
学
会
二
0
一
七
年
度
大
会
で
発
表
し
た
「『
国
体
論
史』
綴
述
者
・
清
原
貞
雄
の
国
体
論」
の
レ
ジ
ュ
メ
で
は
「『
国
体
論
史』
の
記
述
に
対
し
て
近
年 、
昆
野
伸
幸
は
「
国
体
の
尊
厳
性
の 、
あ
る
い
は
国
体
の
源
泉
を
神
話
・
神
勅
に
求
め
る
こ
と
が
誤
り
だ
と
断
言
す
る
に
至
っ
て
い
る」
と
し
て 、
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
に
依
拠
す
る
明
治
二
十
年
以
来
の
国
体
論
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か」
と
指
摘
し 、
長
谷
川
亮一
や
新
田
均
も
ほ
ぼ
同
様
の
理
解
を
示
し
て
い
る」
と
な
っ
て
い
て 、
あ
た
か
も 、
昆
野
氏
が
唱
え
た
説
を 、
筆
者
が
追
認
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
た 。
不
審
に
思
っ
て
付
さ
れ
た
註
を
見
て
み
る
と 、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た 。
毘
野
伸
幸
『
近
代
日
本
の
国
体
論
ー
〈
皇
国
史
観〉
再
考
ー』
（
ぺ
り
か
ん
社 、
平
成
二
十
年）
一
七
頁 、
長
谷
川
亮一
『「
皇
国
史
観」
と
い
う
問
題
ー
十
五
年
戦
争
期
に
お
け
る
文
部
省
の
修
史
事
業
と
思
想
統
制
策
ー』
（
白
博
社 、
平
成
二
十
年）
六
七
ー
六
九
頁 、
新
田
均
「
島
面
進
「
国
家
神
道」
論
再
考
ー
内
務
省
神
社
局
編
『
国
体
論
史』
（
大
正
十
年
一
月）
の
意
味
す
る
も
の
は
何
か」
（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要』
復
刊
第
五
一
号 、
平
成
二
十
六
年）
こ
の
註
を
見
て 、
そ
の
学
会
に
出
席
し
て
い
た
筆
者
は
藤
田
氏
に
質
問
し
評
―
―
四
(-
―
1
0)
あ
い
る
束
さ
れ
る
と
い
っ
た
溢
路
に
陥
る
こ
と
な
く 、
日
本
近
代
史
に
つ
い
て 、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
全
体
像
を
提
示
す
る
試
み
を
展
開」
(
-
五
頁）
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
く 。
そ
の
上
で 、
「
ひ
と
つ
の
物
語
の
仮
説
的
提
示」
と
し
て 、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
歴
史
発
展
の
図
式
に
現
実
の
日
本
の
近
代
史
を
は
め
込
む
の
で
は
な
く 、
ま
た 、
研
究
者
自
身
の
問
題
関
心
や
課
題
を
当
事
者
に
投
影
す
る
の
で
も
な
く 、
逆
に 、
日
本
近
代
史
の
当
事
者
た
ち
が 、
自
ら
が
置
か
れ
た
状
況
や
行
動
を 、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
物
語
で
理
解
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て 、
そ
こ
か
ら 、
ひ
と
つ
の
統
一
的
な
歴
史
像
を
描
く
と
い
う
方
法
を
提
唱
し
て
い
る 。
「
日
本
近
代
史
の
『
筋』
を
組
み
立
て
て
い
く
手
が
か
り
を 、
当
事
者
た
ち
の
念
頭
に
あ
っ
た
物
語
の
な
か
に
探
っ
て
み
よ
う」
（
一
六
頁）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（
二
五
四
ー
ニ
五
五
頁） 。
こ
の
引
用
の
後
で 、
筆
者
は 、
坂
本
氏
が
具
体
的
に
描
い
て
い
る
幕
末
像
が 、
葦
津
珍
彦
氏
が
『
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
史』
（
産
経
新
聞
社 、
昭
和
五
十
五
年）
で
述
べ
て
い
る
も
の
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た 。
藤
田
氏
の
坂
本
氏
へ
の
依
拠
は 、
こ
の
筆
者
の
議
論
と
は
無
関
係
な
の
だ
ろ
-
'）
 
ヽ
△
0
う
カ藤
田
氏
は
「
研
究
序
説」
の
中
で 、
「
国
体
論
史」
を
描
い
た
学
者
と
し
て 、
内
務
省
神
社
局
発
行
『
国
体
論
史』
（
大
正
十
年
一
月）
の
編
述
者
・
消
原
貞
雄
に
言
及
し
て
い
る 。
彼
が
清
原
に
つ
い
て
も
っ
と
も
詳
し
く
論
じ
て
い
る
論
文
は 、
平
成―
二
十
年一
二
月
の
『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要』
（
第一
―一
号）
に
掲
載
さ
れ
た
「『
国
体
論
史』
と
消
原
貞
雄
に
た 。
「
国
家
神
道
論 、
特
に
そ
の
時
代
区
分
や
神
話
観 、
時
代
認
識
と
の
関
係
で 、
こ
の
書
物
が
決
定
的
に
大
事
だ
と
気
づ
い
て 、
そ
れ
を
最
初
に
提
起
し
た
の
は
私
だ
っ
た
は
ず
だ 。
平
成
十
五
年
刊
の
『「
現
人
神」
「
国
家
神
道」
と
い
う
幻
想』
で
ま
ず
主
張
し 、
そ
の
後
も
度
々
強
調
し
て
き
た 。
私
の
著
書
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
の
に 、
そ
れ
を
取
り
上
げ
な
い
の
は
何
故
な
の
か」 。
こ
の
問
い
に
対
す
る
明
確
な
答
え
は
無
か
っ
た
が 、
後
日
送
ら
れ
て
来
た
前
掲
の
『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要』
（
第
ー
ニ
号）
掲
載
論
文
で
は 、
冒
頭
に
筆
者
の
業
緒
へ
の
言
及
が
加
え
ら
れ
て
い
た 。
た
だ 、
日
本
思
想
史
学
会
で
の
質
問
に
つ
い
て
の
答
え
は
依
然
と
し
て
宙
に
浮
い
た
ま
ま
で
あ
る 。
藤
田
氏
は 、
島
闘
氏
の
「
国
家
神
道」
論
の
出
現
に
よ
っ
て 、
「
国
家
神
道」
(
8)
 
概
念
の
問
題
は
「
振
り
出
し
に
戻
っ
た
観
が
あ
る」
と
度
々
害
い
て
い
る 。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は 、
島
薗
氏
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
と
同
時
に 、
島
薗
氏
以
前
の
研
究
業
結
に
関
し
て 、
そ
れ
ら
を
正
確
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
精
神
的
重
圧
か
ら
藤
田
氏
を
解
放
し 、
省
略
を
可
能
に
す
る
靡
法
の
言
葉
と
し
て 、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る 。
三 、
明
確
化
へ
の
意
志
の
薄
弱
さ
へ
の
危
惧
①
達
成
不
可
能
な
正
論
の
吐
露
と
方
法
論
へ
の
無
関
心
藤
田
氏
の
論
文
の
特
徴
の
―
つ
は 、
結
論
部
分
で 、
膨
大
な
課
題
を
列
挙
す
る
こ
と
で
あ
る 。
例
え
ば
「
研
究
序
説」
の
「
む
す
び」
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る 。
筆
者
は 、
こ
れ
ま
で
に
自
身
が
蓄
積
し
て
来
た
制
度
史
的
・
思
想
史
的
一
五
(-
―
―
＇
書 書
評
研
究
の
成
果
を
基
盤
と
し
た
上
で 、
神
社
神
道
や
仏
教
は
じ
め
諸
宗
教 、
具
体
的
な
祭
祀
や
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰 、
教
育 、
軍
隊
な
ど
の
諸
要
素
の
相
互
関
係 、
さ
ら
に
は
か
か
る
緒
要
素
の
在
り
方
と
「
国
家」 、
「
政
府」 、
「
皇
室」
（
宮
中）
及
び
「
地
域
社
会」
と
の
関
係
（
国
家
性 、
公
共
性 、
社
会
性）
に
着
目
し 、
あ
く
ま
で
も
当
時
の
「
理
想」
（
構
想）
と
「
現
実」
（
結
果）
と
を
見
極
め
た
「
史
実」
の
解
釈
に
基
づ
く
実
態
に
即
し
た
〈
近
代
日
本
社
会〉
に
関
す
る
総
合
的
理
解
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る 。
つ
ま
り 、
〈
官〉
（
国
家
的
・
政
治
的）
／
〈
公〉
（
公
共
的
・
社
会
的）
／
〈
民〉
（
私
的
・
個
人
的）
の
各
位
相
に
お
け
る
「
近
代
国
学」
と
「
国
家
神
道」
の
位
置
付
け
や 、
両
者
に
お
け
る
「
公
共
性」
と
「
宗
教
性」
の
相
克
を
中
心
的
な
主
題
と
し
て 、
こ
れ
ら
の
要
索
が
複
合
的
・
重
層
的
に
絡
み
合
う
複
雑
な
社
会
生
活
の
実
態
を
解
き
ほ
ぐ
す
社
会
史
的
研
究
を
試
み 、
「
国
家
神
道」
な
ら
ぬ
「
近
現
代
神
道」
像
を
新
た
に
提
示
し
た
い
。
具
体
的
に
は 、
①
神
職
団
体
・
神
道
関
係
団
体 、
国
学
的
教
育
機
関
・
神
職
養
成
機
関
の
社
会
的
役
割 、
②
神
祇
関
係
官
庁 、
神
社 、
皇
室
祭
祀 、
慰
霊
·
追
悼
・
顕
彰 、
神
道
人
・
国
学
者
の
相
互
関
係
と
社
会
構
造 、
と
い
う
課
題
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
「
公
共
性」
と
「
宗
教
性」
に
着
目
し
た
「
国
学」
と
「
神
道」
の
近
現
代
社
会
史
を
試
み
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る 。
（
三
六
ー
三
七
頁）
こ
の
文
章
を
読
ん
だ
感
想
を
素
直
に
言
え
ば 、
「
一
生
か
け
て
も
無
理 、
何
回
も
生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い 、
と
て
も
本
気
だ
と
は
思
え
な
い
」
で
あ
る 。
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
課
題
の
一
部
で
す
ら 、
「
実
証
―
つ
の
論
文
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う 。
『
近
代
国
学
の
研
究』
第
七
章
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
近
代
に
お
け
る
国
学
の
展
開
と
神
道
学
の
成
立
ー
国
学
の
細
分
化
過
程
と
学
問
の
再
編
成
1」
で
あ
る 。
題
だ
け
を
見
れ
ば 、
国
学
の
細
分
化
過
程
と
学
問
の
再
編
成
過
程
の
中
で 、
近
代
国
学
が
ど
う
展
開
し 、
そ
れ
が
神
道
学
の
成
立
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
の
か
を
論
じ
る
の
が
主
題
だ
と
期
待
し
て
し
ま
う 。
と
こ
ろ
が 、
四
頁
に
わ
た
る
「
は
じ
め
に」
の
最
終
場
面
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
課
題
は 、
「
近
代
国
学
と
近
代
神
道
学
と
の
関
係
を
窺
う
手
掛
か
り
と
し
て
．
．
．
 
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り 、
「
近
代
神
道
学」
成
立
前
史
を
考
察
す
る
糸
口
に
し
た
い
」
（一
二
六
六
ー
三
六
七
頁）
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る 。
題
で
は
「
神
道
学
の
成
立」
で
あ
っ
た
も
の
が 、
膨
大
な
付
加
的
な
解
説
の
後
に
明
か
さ
れ
た
課
題
設
定
で
は
「
成
立
前
史
の
考
察」
で
す
ら
な
く 、
そ
の
「
糸
口」
を
作
る
こ
と
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る 。
結
論
部
分
の
「
む
す
び」
で
も 、
こ
れ
ま
た 、
長
い
史
料
や
他
の
研
究
者
の
言
葉
の
引
用
の
後
で
述
べ
ら
れ
た
結
論
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た 。
「
近
代
神
道
学」
成
立
に
際
し
て
は
「
国
学」
系
の
学
問
と
い
う
甚
盤
が
不
可
欠
で
あ
り 、
そ
の
「
神
道
学」
の
担
い
手
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ 、
「
近
代
国
学」
の
展
開
を
全
く
捨
象
し
て
新
た
に
「
神
道
学」
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
く 、
一
方
で
は
「
国
学」
へ
の
批
判
的
文
脈
も
含
め
つ
つ 、
他
方
で
は
「
国
学」
を
継
承
し
発
展
す
ぺ
き
と
い
う
意
識
が
同
居
し
て
い
た
と
言
え
る
（
三
九
八
頁）
。
要
す
る
に 、
大
正
時
代
に
東
京
帝
国
大
学
で
成
立
し
た
「
神
道
学」
と
「
国
学」
と
の
関
係
に
つ
い
て 、
藤
田
氏
が
到
達
し
た
結
論
は 、
「
神
道
学」
の
評
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と」
は
難
し
い
だ
ろ
う 。
そ
ん
な
こ
と
は 、
少
し
で
も
研
究
に
従
事
し
た
こ
と
の
あ
る
者
な
ら 、
自
明
の
理
で
あ
る 。
そ
れ
な
ら 、
新
し
い
研
究
方
法
を
工
夫
す
る
し
か
な
い
の
だ
が 、
藤
田
氏
の
関
心
は
そ
こ
に
は
向
い
て
い
な
い
。
「
緻
密
な
実
証
的
歴
史
研
究」
の
必
要
性
を
オ
ウ
ム
返
し
に
説
い
て
い
る
だ
け
だ 。
集
団
で
取
り
組
め
ば
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が 、
そ
れ
で
も
不
可
能
な
こ
と
は 、
集
団
で
研
究
し
た
こ
と
の
あ
る
者
な
ら 、
こ
れ
ま
た
自
明
の
理
だ
ろ
う 。
「
学
際
的
な
研
究
ア
リ
ー
ナ」
が
形
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で 、
各
人
の
問
題
意
識
が
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
な
ら 、
予
定
調
和
を
期
待
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
い
。
本
気
で
取
り
組
む
つ
も
り
な
ら 、
自
ら
の
力
で
研
究
方
法
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
し
か
な
い
。
し
か
し 、
そ
れ
に
向
か
っ
て
苦
闘
し
よ
う
す
る
決
意
や
意
図
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
②
課
題
設
定 、
論
証
過
程 、
結
論
の
曖
昧
さ
と
整
合
性
の
無
さ
藤
田
氏
の
論
文
を
読
ん
で
い
て
辛
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
結
棉
あ
っ
た 。
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
何
か
も
や
も
や
し
て
い
て 、
読
ん
で
も
読
ん
で
も 、
何
か
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
が
わ
か
な
い
か
ら
だ 。
そ
の
理
由
を
小
分
け
に
し
て
言
え
ば 、
一
文
一
文
が
畏
く
て
意
味
が
取
り
に
く
い
こ
と 、
問
題
設
定
や
結
論
の
部
分
で
す
ら
引
用
が
多
く
て
彼
の
意
図
が
掴
み
に
く
い
こ
と 、
本
質
的
な
論
点
や
史
料
と
補
助
的
な
論
点
や
史
料
と
の
区
別
が
明
確
で
な
い
こ
と 、
論
文
相
互
の
重
複
が
多
い
こ
と 、
そ
し
て 、
題
目
・
課
題
設
定
・
行
論
・
結
論
の
平
仄
が
あ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と 、
な
ど
で
あ
る 。
担
い
手
た
ち
に
は
「
国
学」
に
関
す
る
知
識
が 、
そ
れ
な
り
に
あ
り 、
「
国
学」
を
継
承
し
発
展
さ
せ
る
べ
き
だ
と 、
あ
る
程
度
「
意
識」
し
て
い
た 、
と
い
う
こ
と
だ
け
な
の
で
あ
る 。
論
証
過
程
で
は 、
『
近
代
国
学
の
研
究』
の
核
心
を
な
す
「
総
合
性」
「
考
証
性」
「
国
家
性」
「
実
用
性」
「
宗
教
性」
と
い
う
五
つ
の
視
角
か
ら
見
て
「
近
代
神
道
学」
「
国
学」
「
近
代
国
学」
と
は
何
で
あ
る
の
か
の
説
明
が
あ
る
べ
き
な
の
だ
が 、
そ
れ
は
な
く 、
こ
れ
ら
の
視
点
に
依
拠
し
た
比
較
も
な
い
の
で 、
五
つ
の
視
角
か
ら
三
者
の
関
係
を
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は 、
藤
田
氏
が
考
証
派
国
学
者
と
考
え
る
小
中
村
清
距
の
幕
末
か
ら
明
治
二
十
年
代
中
盤
ま
で
の
「
国
学
観」
の
変
遷
と 、
明
治
後
半
に
お
け
る
国
文
学
者
・
芳
賀
矢
一
、
国
史
学
者
・
藤
岡
作
太
郎 、
国
語
学
者
・
上
田
萬
年 、
国
史
学
者
・
―――
上
参
次 、
さ
ら
に
藤
田
氏
が
「
国
学
的」
と
み
な
す
栗
田
寛
や
萩
野
由
之
ら
の
部
分
的
発
言
の
み
で
あ
る 。
彼
が
こ
の
論
文
で
神
道
学
者
と
し
て
名
前
を
挙
げ
て
い
る
の
は 、
宮
地
直
一
、
加
藤
玄
智 、
田
中
義
能 、
山
本
信
哉 、
原
田
敏
明 、
小
林
健
l―- 、
阪
本
廣
太
朗
な
の
だ
が 、
こ
れ
ら
の
神
道
学
者
た
ち
と 、
前
記
の
学
者
達
と
の
具
体
的
関
り
に
つ
い
て
は 、
芳
賀
が
神
道
講
座
の
設
置
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
（
＝一
七
一
ー――＿
七―
-
頁） 、
大
正
十
九
年
九
月
設
立
の
神
道
学
会
役
員
に
芳
賀
矢
一
、
上
田
萬
年 、
三
上
参
次 、
宮
地
直
一
が
名
を
連
ね 、
「
文
章
を
多
数
寄
せ
て
い
る」
（
三
七
四
頁）
こ
と
く
ら
い
で 、
学
問
内
容
に
立
ち
入
っ
た
関
連
性
の
考
察
は
な
い 。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
「
む
す
び」
の
最
後
で
は 、
検
討
を
加
え
て
い
な
い
大
正
期
以
降
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 。
―
―
七
（
ニ
―
――-）
―
―
六
書 害
藤
田
氏
の
主
観
に
お
い
て
は 、
彼
自
身
は
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
の
対
極
に
立
つ
実
証
的
な
研
究
者
な
の
だ
ろ
う
が 、
少
し
具
体
的
に
見
て
み
る
と 、
そ
の
研
究
法
や
論
法
に
お
い
て
「
広
義
の
国
家
神
道」
論
者
と
類
似
し
た
演
繹
的
な
手
法
が
随
所
に
見
て
取
れ
る 。
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か 。
筆
者
は 、
「
演
繹
的
方
法」
を
操
る
研
究
者
の
特
徴
と
し
て 、
歴
史
の
実
態
を
知
り
た
い
と
い
う
願
い
を 、
他
の
動
機
が
上
回
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
か
見
倣
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は 、
現
在
最
先
端
を
走
る
研
究
者
た
ち
の
取
り
上
げ
方
や
引
用
の
仕
方
な
ど
を
見
て
も
容
易
に
想
像
が
つ
く
（
つ
ま
り 、
表
面
的
に
は
堅
実
な
研
究
の
よ
う
に
見
え
る
が 、
他
専
攻
の
人
々
に
と
っ
て
は
何
ら
刺
激
も
与
へ
ら
れ
な
い
陳
腐
な
内
容
で
あ
り 、
前
提
と
す
べ
き
研
究
は
そ
れ
以
前
の
も
の
だ
け
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う）
。
特
に
筆
者
が
そ
の
典
型
と
い
え
る
だ
ろ
う
が 、
客
観
的
に
見
て
そ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば 、
か
か
る
「
実
力
不
足」
に
起
因
す
る
平
板
な
研
究
成
果
の
提
出
は 、
個
別
研
究
成
果
の
数
だ
け
は
年
々
増
加
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず 、
現
在
の
「
国
家
神
道」
研
究
の
混
迷
を
招
い
て
し
ま
っ
た
原
因
の
―
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う 。
長
ら
く
自
戒
の
日
々
を
過
ご
し
て
き
た
も
の
の 、
情
け
な
い
こ
と
に
未
だ
何
ら
打
開
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
る 。
（
―
二
四
頁）
こ
の
思
い
は
相
当
強
烈
な
も
の
ら
し
く 、
平
成一
二
十
年
三
月
刊
の
『
国
家
神
道
と
国
体
論
に
関
す
る
学
際
的
研
究
ー
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
「
知」
の
再
検
討
ー』
（
平
成
二
十
七
年
度
1
平
成―
―
十
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
(
C))
研
究
成
果
報
告
書）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
文
「
国
家
神
道
と
国
体
論
に
関
す
る
学
際
的
研
究
序
説」
の
註
で
も
次
の
よ
う
に
繰
り
返
し
て
い
る 。
な
お
近
年 、
近
世
・
近
代
神
道
史
専
攻
の
若
手
・
中
堅
研
究
者
（
筆
者
も
こ
れ
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う）
も
次
々
と
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
が 、
現
在
最
先
端
を
走
り 、
絶
大
な
「
権
威」
を
誇
る
大
家
や
新
進
気
鋭
の
研
究
者
た
ち
の
論
考
を
見
て
い
る
と 、
全
く
無
視
し
て
い
る
か 、
明
ら
か
に
参
照
し
て
い
て
も
典
拠
を
挙
げ
て
い
な
い
場
合
も
散
見
さ
れ
お
わ
り
に
「
国
学」
或
い
は
日
本
の
「
国
体」
（
国
柄）
の
根
幹
部
分
と
し
て
の
「
神
道」
や
「
祭
祀」
に
対
す
る
学
者
達
の
探
究
心
は
已
み
難
く 、
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て 、
そ
の
「
近
代
国
学」
の
素
地
に 、
「
哲
学
系」
出
身
の
学
者
が
改
め
て
「
神
道」
に
「
倫
理・
道
徳
性」
（
国
民
道
徳
論） 、
或
は
「
宗
教
性」
（
神
道
宗
教
論）
を
付
与
す
る
と
い
う
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り 、
国
学
的
な
「
総
合
性」
の
「
揺
り
戻
し」 、
つ
ま
り
諸
分
野
に
お
け
る
神
道
研
究
の
「
統一
」
志
向 、
さ
ら
に
は
神
道
研
究
の
範
囲
も
し
く
は
ア
プ
ロ
ー
チ
法
の
「
拡
大」
が
生
ま
れ
て
き
た
と
す
る
の
が
妥
当
な
理
解
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
三
九
九
頁）
。
こ
の
よ
う
に
個
々
の
論
文
を
検
討
し
て
い
く
と 、
藤
田
氏
の
志
に
反
し
て 、
彼
自
身
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
「
実
証
的」
研
究
業
績
で
さ
え 、
歴
史
の
〈
実
体〉
を
明
確
に
す
る
た
め
の
確
実
な
部
品
と
し
て
は
機
能
し
が
た
い
の
で
は
な
い
か 、
と
の
疑
念
を
禁
じ
得
な
い 。
多
量
の
史
料
の
提
示
だ
け
で
は
〈
史
実〉
に
は
辿
り辛油
け
ず 、
精
緻
な
論
理
と
深
い
思
考
が
な
け
れ
ば 、
歴
史
が
そ
の
秘
め
ら
れ
た
〈
実
態〉
や
〈
実
体〉
を
開
示
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い 。
評
―
―
八
(-
―
―
四）
と
が
指
摘
で
き
る
と
思
っ
て
い
る 。
例
え
ば 、
『
戦
後
史
の
な
か
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
諸
論
文
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に 、
社
会
改
革
へ
の
情
熱
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る 。
し
か
し 、
藤
田
氏
の
場
合
は 、
そ
う
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う 。
そ
れ
で
は
何
か 。
『
近
代
国
学
の
研
究』
に
お
い
て
は 、
博
士
論
文
と
い
う
体
裁
に 、
既
成
の
諸
論
文
を
ま
と
め
上
げ
る
必
要
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か 。
単
な
る
諸
論
文
の
寄
せ
集
め
で
は
ダ
メ
な
の
で 、
強
引
に
で
も
「
近
代
国
学」
と
い
う
上
位
概
念
を
設
定
し
て 、
そ
の
下
に
既
成
論
文
を
ま
と
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う 。
そ
の
証
拠
に 、
「
近
代
国
学」
の
定
義
や
視
角
は 、
〈
書
下
ろ
し〉
で
あ
る
「
序
章」
と
「
終
章」
に
集
中
し
て
お
り 、
具
体
的
「
史
実」
を
扱
っ
た
そ
の
他
の
既
成
論
文
か
ら
定
義
や
視
角
が
帰
納
的
に
瑶
き
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い 。
そ
れ
で
は 、
「
概
念
の
近
現
代
史」
や
「
研
究
序
説」
に
お
け
る
外
延
の
広
い
「
神
道」
概
念
の
提
起
の
理
由
は
何
か 。
そ
れ
は
”
亜
流
と
の
評
価
か
ら
逃
れ
た
い“
と
の
熱
望
の
よ
う
だ 。
藤
田
氏
は
「「
国
家
神
道」
は
い
か
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
か」
（
平
成
二
十
六
年
1
二
月）
の
註
で
次
の
よ
う
に
害
い
て
い
る 。
近
年 、
國
學
院
大
學
を
中
心
と
す
る
近
世・
近
代
神
道
史
専
攻
の
若
手・
中
堅
研
究
者
も
次
々
と
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る 。
そ
の
な
か
に
は
筆
者
も
含
ま
れ
る
が 、
恐
ら
く
他
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
は 、
ほ
ん
の
一
部
の
シ
ャ
ー
プ
な
研
究
を
除
い
て 、
当
該
テ
,
マ
[
国
家
神
道]
に
関
す
る
実
証
的
歴
史
研
究
の
領
域
を
切
り
開
き 、
そ
の
礎
を
築
い
た
諸
先
学
の
「
亜
流」
（
つ
ま
り
独
創
性
の
な
い
単
な
る
追
随
者）
と
し
る 。
要
す
る
に
か
か
る
研
究
者
た
ち
に
と
っ
て
は 、
当
該
テ
ー
マ
に
関
す
る
実
証
的
歴
史
研
究
の
領
域
を
切
り
開
い
て
そ
の
礎
を
築
い
た
諸
先
学
の
「
亜
流」
（
独
創
性
の
な
い
単
な
る
追
随
者）
と
し
か
見
倣
さ
れ
て
い
な
い
ふ
し
が
あ
る 。
勿
論 、
「
魅
力
の
無
い
研
究」
を
発
信
し
続
け
て
い
る
筆
者
ら
の
努
力
不
足
も
あ
ろ
う
が 、
き
ち
ん
と
読
め
ば
そ
れ
ら
の
論
考
も
そ
れ
な
り
に
新
知
見
や
先
行
研
究
に
対
し
て
独
自
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る 。
近
年
の
研
究
で
は 、
気
に
入
ら
な
い
論
考
は
蔽
に
読
み
も
せ
ず
捨
て
置
い
た
り 、
無
視
し
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
か 。
（
四
六
ー
四
七
頁）
藤
田
氏
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
が 、
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
。
功
を
焦
っ
て 、
「
借
り
物
競
争」
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
疑
わ
れ
た
り 、
「
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
フ
ィ
ン
」
ま
が
い
の
「
学
説
・
文
献
・
史
料
サ
ー
フ
ィ
ン」
を
繰
り
返
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
ら
れ
か
ね
な
い
論
じ
方
は 、
は
や
り 、
避
け
た
方
が
賢
明
だ
ろ
う 。
こ
こ
で
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に 、
謙
虚
に 、
キ
チ
ン
と
他
の
研
究
者
の
論
文
を
読
み 、
参
照
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
し
つ
か
り
と
明
記
し 、
そ
の
論
点
を
理
解
・
整
理
し 、
自
ら
の
問
題
意
識
と
結
論
を
簡
単
明
瞭
に
述
べ
る
こ
と
を
心
が
け 、
部
分
的
で
も
構
わ
な
い
か
ら 、
堅
固
で
確
実
な
歴
史
解
釈
を
提
出
し
て
い
く
こ
と
こ
そ 、
藤
田
氏
が
寄
っ
て
立
つ
べ
き
「
学
問
ア
リ
ー
ナ」
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
ち
な
み
に 、
藤
田
氏
は
『
前
掲
報
告
嘗』
所
収
の
「
国
家
神
道
と
国
体
論
に
関
す
る
学
際
的
研
究
序
説」
の
註
で 、
斎
津
珍
彦
氏
や
阪
本
是
丸
氏
の
実
証
的
研
究
成
果
の
レ
ベ
ル
を
基
準
と
す
る
「
学
問
ア
リ
ー
ナ」
に
参
入
し
て
―
一
九
(-
―
―
五）
書
評
来
た
と
彼
が
考
え
る
人
々
の
名
前
を
列
挙
し
て
い
る 。
し
か
し 、
そ
れ
ら
の
人
々
の
業
績
内
容
に
つ
い
て
は
「
煩
瑣
に
亙
る」
と
し
て 、
筆
者
の
「
「
国
家
神
道」
の
系
譜
（
上）
（
下）
」
と
「「
国
家
神
道」
研
究
の
整
理」
お
よ
び
阪
本
是
丸
氏
の
「
「
国
家
神
道」
研
究
の
四
0
年」
を
「
参
照
の
こ
と
」
（
四
六
頁）
と
害
い
て
済
ま
せ
て
い
る 。
阪
本
氏
に
つ
い
て
は
と
も
か
く 、
藤
田
氏
自
身
が
「
と
も
す
れ
ば
他
者
の
議
論
を
「
広
義」
か
「
狭
義」
の
ど
ち
ら
か
に
強
引
に
押
し
込
め
て
レ
ッ
テ
ル
貼
り
し
か
ね
な
い」
と
の
危
惧
を
抱
き 、
「
複
雑
な
議
論
を
含
む
「
国
家
神
道」
研
究
に
馴
染
み
の
無
い
「
非
専
門
家」
に
対
す
る
「
掴
み」
と
し
て
は
有
効」
程
度
に
し
か
評
価
し
て
い
な
い
筆
者
の
業
績
に
頼
る
の
は
如
何
な
も
の
か 。
や
は
り
「
煩
瑣」
を
厭
わ
ず 、
自
ら
の
見
識
に
基
づ
い
て
先
学
の
業
練
を
緻
密
に
整
理
・
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
再
出
発
し 、
論
理
と
思
考
を
鍛
え
直
す
方
向
に
進
む
べ
き
で
は
な
(
9)
 
>
。
か
ろ
う
カ
註
(
l)
藤
田
氏
の
論
文
に
は 、
正
か
な
使
い
の
も
の
と
新
か
な
使
い
の
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
が
本
論
文
で
の
引
用
は
新
か
な
使
い
に
統
一
し
た 。
(
2
)
「「
国
家
的
神
道」
論
の
系
譜
（
上）
」
『
皇
學
館
論
叢』
第一―――
一
巻
第
一
号 、
平
成
十
一
年一
一
月 、
九
頁 。
(
3
)
「「
国
家
神
道」
の
系
譜
（
上）
（
下）
」
『
皇
學
館
論
叢』
第
三
二
巻
第
一
・
ニ
号 、
平
成
十
一
年
二
月
・
四
月 。
「「
国
家
神
道」
研
究
の
整
理」
（
『
神
道
史
研
究』
第
五
二
巻
第
一
号 、
平
成
十
七
年
六
月）
。
「
最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
た
「
国
家
神
道」
研
究
の
再
整
理」
『
宗
教
法』
一
三
頁 、
「
研
究
序
説」
五
頁 。
(
9
)
今
回 、
藤
田
氏
の
諸
論
文
を
通
読
し
て 、
自
ら
の
研
究
歴
を
自
分
の
手
で
ま
と
め
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た 。
今
日
の
中
堅
・
若
手
研
究
者
た
ち
は
即
席
の
業
綾
を
稜
み
上
げ
る
こ
と
に
急
き
立
て
ら
れ
て
い
る 。
先
行
研
究
者
の
業
緒
を
踏
ま
え
る
こ
と
の
大
切
さ
は
理
解
し
つ
つ
も 、
丁
寧
に
や
っ
て
い
て
は
業
績
が
上
が
ら
な
い 。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
彼
ら
に
自
ら
の
業
績
を
踏
ま
え
て
ほ
し
け
れ
ば
自
分
で
ま
と
め
る
し
か
な
い 。
こ
れ
か
ら
そ
の
作
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
し
た 。
本
稿
を
記
す
に
当
た
っ
て
検
討
し
た
藤
田
大
誠
氏
の
論
文
平
成
十
八
年
十
月
「
国
家
神
道
体
制
成
立
以
降
の
祭
政
一
致
論」 、
阪
本
是
丸
編
『
国
家
神
道
再
考
ー
祭
政
一
致
国
家
の
形
成
と
展
開
ー』
弘
文
堂 。
平
成
十
九
年
十
二
月
『
近
代
国
学
の
研
究』
弘
文
堂 。
平
成―
-
+
＝一
年
十
一
月
「「
国
家
神
逍」
概
念
の
有
効
性
に
関
す
る
一
考
察
ー
島
薗
進
著
『
国
家
神
道
と
日
本
人
』
の
書
評
を
通
し
て
ー」
『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要』
復
刊
第
四
八
号 。
平
成
二
十
六
年一1一
月
「
「
国
家
神
道」
は
い
か
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
か
ー
島
薗
進
著
『
国
家
神
道
と
日
本
人』
を
読
む
ー」 、
平
成1
-
+
＝一
年
度
1
平
成
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
(
C
)）
研
究
報
告
害 、
研
究
代
表
者
小
島
伸
之
『
近
現
代
日
本
の
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ー
国
家
神
道
論
を
軸
と
し
た
学
際
的
総
合
検
討
の
試
み
ー』 。
平
成
二
十
六
年
「
近
代
日
本
の
国
体
論·
「
国
家
神
道」
研
究
の
現
状
と
課
題」
『
国
体
文
化』
五
月
号 。
書
評
に
っ
た
第一―――
一
号 、
平
成
二
十
五
年
十
月 。
(
4)
大
原
康
男
『
神
道
指
令
の
研
究』
原
書
房 、
平
成
五
年 、
三
二
五
頁 。
(
5
)
論
文
と
し
て
最
初
に
発
表
し
た
の
は 、
「「
国
家
神
道」
の
系
譜
（
上）
（
下）
」
平
成
十
一
年
二
月
・
四
月
で
あ
る
が 、
そ
の
骨
子
は 、
す
で
に
平
成―
―
年
六
月＿―-
日
の
神
道
史
学
科
会
で
「「
国
家
神
道」
概
念
に
つ
い
て」
と
題
し
て
公
表
し
て
い
る 。
(
6
)
前
掲
「「
国
家
神
道」
は
い
か
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
か
ー
島
菌
進
著
『
国
家
神
道
と
日
本
人』
を
読
む
ー」
―
ニ
ニ
頁 、
前
掲
「
近
代
日
本
の
国
体
論
．
「
国
家
神
道」
研
究
の
現
状
と
課
題」
一
六
頁
(
7
)
筆
者
は
『
近
代
国
家
の
建
設』
刊
行
宜
後
に 、
坂
本
氏
の
歴
史
認
識
論
を
踏
ま
え
て 、
自
ら
の
実
証
史
学
に
対
す
る
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
開
陳
し
て
い
る
（
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
陥
っ
た
立
花
隆
ー「
私
の
東
大
論」
に
見
る
実
証
主
義
者
気
取
り
を
批
判
す
る
ー」
『
正
論』
平
成
十
一
年
八
月
号）
。あ
ら
た
め
て
言
う
が 、
実
証
史
学
の
客
観
性
と
は 、
史
料
を
駆
使
し
て
気
に
く
わ
な
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た 、
過
去
に
対
し
て
判
定
者
の
よ
う
な
態
度
で
臨
む
こ
と
で
も
な
い 。
た
だ 、
客
観
的
に
確
定
で
き
る
事
実
と 、
当
時
の
人
々
の
「
主
観」
と 、
歴
史
家
自
ら
の
「
主
観」
と
の
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
の
上
に 、
お
ぽ
ろ
げ
な
が
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
「
像」
を
恐
る
恐
る
語
る
こ
と
で
あ
ろ
う 。
(
8
)
前
掲
「「
国
家
神
道」
は
い
か
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
か」
―
二
0
頁 、
前
掲
「
近
代
日
本
の
国
体
論
・
「
国
家
神
道」
研
究
の
現
状
と
課
題」
平
成―1一
十
年
三
月
「『
国
体
論
史』
と
消
原
貞
雄
に
関
す
る
基
礎
的
考
察」
『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要』
（
第
―
二
号）
》^
平
成一1-
＋
年――一
月 、
平
成
二
十
七
年
度
1
平
成
二
十
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
(
C
)）
研
究
成
果
報
告
書
『
同
家
神
道
と
国
体
論
に
関
す
る
学
際
的
研
究
ー
宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
「
知」
の
再
検
討
ー』
所
収
「
国
家
神
道
と
国
体
論
に
関
す
る
学
際
的
研
究
序
説」
「『
国
体
論
史』
編
述
者
・
清
原
貞
雄
の
国
体
論」
「「
国
体
明
徴」
．
「
教
学
刷
新」
と
神
社
界
・
宗
教
界」
「
戦
時
下
の
右
翼
在
野
神
道
・
日
本
主
義
と
国
体
論
ー
英
霊
公
葬
運
動
に
お
け
る
松
永
材
の
神
仏
観
を
中
心
に
1」
「
近
代
の
「
神
道」
概
念
に
関
す
る
一
試
論
ー
「
国
家
神
道」
概
念
の
史
的
考
察
の
た
め
に
1」
平
成
三
十
年
＝一
月
「
國
學
院
大
學
に
お
け
る
建
学
の
精
神
「
神
道
精
神」
の
基
礎
的
考
察」
『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究』
第
一
0
号 。
平
成1
二
十
年
十
月
「
「
国
家
神
道」
概
念
の
近
現
代
史」
（
「
概
念
の
近
現
代
史」） 、
山
口
輝
臣
編
『
戦
後
史
の
な
か
の
「
国
家
神
道」
』
（『
戦
後
史
の
な
か
』）
山
川
出
版
社 。
令
和
元
年
九
月
「
国
家
神
道
と
国
体
論
に
関
す
る
学
際
的
研
究
序
説」
（「
研
究
序
説」）
『
国
家
神
道
と
国
体
論
ー
宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
学
際
的
研
究
ー』
（『
学
際
的
研
究』）
弘
文
堂 。
ひ
と
し
・
皇
學
館
大
学
現
代
日
本
社
会
学
部
教
授）
（
ニ
―
七）
ー
ニ
0
(
ニ
―
六）
